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基本的な BGPについて
Cisco NX-OSは BGPバージョン 4をサポートします。BGP v4に組み込まれているマルチプロ
トコル拡張機能を使用すると、IPマルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルア
ドレスファミリに関するルーティング情報を BGPに伝送させることができます。BGPでは、
他の BGP対応スイッチとの間で TCPセッションを確立するための、信頼できるトランスポー
トプロトコルとして TCPを使用します。

BGPではパスベクトルルーティングアルゴリズムを使用して、BGP対応ネットワークスイッ
チまたは BGPスピーカ間でルーティング情報を交換します。各 BGPスピーカはこの情報を使
用して、特定の宛先までのパスを判別し、なおかつルーティングループを伴うパスを検出して

回避します。ルーティング情報には、宛先の実際のルートプレフィックス、宛先に対する自律

システムのパス、およびその他のパス属性が含まれます。
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BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを
選択します。各パスは、BGPベストパス分析で使用される well-known mandatory、well-known
discretionary、optional transitiveの各属性を伝送します。BGPポリシーを設定し、これらの属性
の一部を変更することによって、BGPパス選択を制御できます。詳細については、ルートポ
リシーおよび BGPセッションのリセットを参照してください。

BGPは、ロードバランシングまたは等コストマルチパス（ECMP）もサポートします。詳細
については、「ロードシェアリングとマルチパス」の項を参照してください。

BGP自律システム
自律システム（AS）とは、単一の管理エンティティにより制御されるネットワークです。自
律システムは 1つまたは複数の IGPおよび整合性のある一連のルーティングポリシーを使用
して、ルーティングドメインを形成します。BGPは 16ビットおよび 32ビットの自律システ
ム番号をサポートします。詳細については、「自律システム」を参照してください。

個々の BGP自律システムは外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティン
グ情報をダイナミックに交換します。同じ自律システム内の BGPスピーカは、内部 BGP
（iBGP）を通じて、ルーティング情報を交換できます。

4バイトの AS番号のサポート

BGPでは、2バイトまたは 4バイトのAS番号をサポートしています。CiscoNX-OSは、プレー
ンテキスト表記で 4バイト（つまり 32ビットの整数）の AS番号を表示します。4バイトの
AS番号は、プレーンテキスト表記（たとえば 1～ 4294967295）または ASドット表記（たと
えば 1.0）で設定できます。詳細については、「自律システム」を参照してください。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。

デフォルトで、BGPは次の表に示されたアドミニストレーティブディスタンスを使用します。

表 1 :デフォルトの BGPアドミニストレーティブディスタンス

機能デフォルト

値

ディスタン

ス

eBGPから学習したルートに適用されます。20外部

iBGPから学習したルートに適用されます。200内部

ルータを起点とするルートに適用されます。200ローカル
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アドミニストレーティブディスタンスが BGPパス選択アルゴリズムに影響を与えることはあ
りませんが、BGPで学習されたルートが IPルーティングテーブルに組み込まれるかどうかを
左右します。

（注）

詳細については、「アドミニストレーティブディスタンス」のセクションを参照してくださ

い。

BGPピア
BGPスピーカーは他のBGPスピーカーを自動的に検出しません。ユーザ側でBGPスピーカ間
の関係を設定する必要があります。BGPピアは、別の BGPスピーカへのアクティブな TCP接
続を持つ BGPスピーカです。

BGPセッション

BGPは TCPポート 179を使用して、ピアとの TCPセッションを作成します。ピア間で TCP接
続が確立されると、各 BGPピアは最初に相手と、それぞれのすべてのルートを交換し、BGP
ルーティングテーブルを完成させます。初期交換以後、BGPピアはネットワークトポロジが
変化したとき、またはルーティングポリシーが変更されたときに、差分アップデートだけを送

信します。更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピアは「キープアライブ」と呼ばれる特

別なメッセージを交換します。ホールドタイムは、は、次の BGPアップデートまたはキープ
アライブメッセージを受信するまでに経過することが許容される、最大時間限度です。

Cisco NX-OSでは、次のピア設定オプションをサポートしています。

•個別の IPv4または IPv6アドレス：BGPは、リモートアドレスとAS番号が一致する BGP
スピーカとのセッションを確立します。

•単一 AS番号の IPv4または IPv6プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスおよび
AS番号が一致する BGPスピーカとのセッションを確立します。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスと、設定済みAS番
号のリストに載っているAS番号と一致するBGPスピーカとのセッションを確立します。

プレフィックスピアおよびインターフェイスピアのダイナミック AS番号

CiscoNX-OSでは、BGPセッションを確立するAS番号の範囲またはリストを受け入れます。たとえば IPv4プレフィッ
クス 192.0.2.0/8および AS番号 33、66、99を使用するように BGPを設定する場合、BGPは 192.0.2.1および AS番号
66を使用してセッションを確立しますが、192.0.2.2および AS番号 50からのセッションは拒否します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降、ダイナミック AS番号のサポートは、プレフィックスピアに加えてインターフェイ
スピアにも拡張されています。IPv4および IPv6アドレスファミリ向け IPv6リンクローカル経由のBGPインターフェ
イスピアリングの設定を参照してください。
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Cisco NX-OSでは、セッションが確立されるまで内部BGP（iBGP）または外部BGP（eBGP）セッションとして、プレ
フィックスピアをダイナミック AS番号と関連付けません。iBGPおよび eBGPの詳細については、を参照してくださ
い。

ダイナミック AS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の AS
番号の設定よりも優先します。詳細については、の章を参照してください。

（注）

BGPルータ ID
ピア間で BGPセッションを確立するには、BGPセッションの確立時に、OPENメッセージで
BGPピアに送信されるルータ IDをBGPに設定する必要があります。BGPルータ IDは 32ビッ
ト値であり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。ルータ IDはユーザ側で設定できます。
デフォルトでは、Cisco NX-OSによって、ルータのループバックインターフェイスの IPv4ア
ドレスにルータ IDが設定されます。ルータ上でループバックインターフェイスが設定されて
いない場合は、BGPルータ IDを表すためにルータ上の物理インターフェイスに設定されてい
る最上位の IPv4アドレスがソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネット
ワーク内の BGPピアごとに一意である必要があります。

BGPにルータ IDが設定されていない場合、BGPピアとのピアリングセッションを確立できま
せん。

BGPパスの選択
BGPは複数の送信元から、同じルートのアドバタイズメントを受信する可能性がありますが、
BGPはベストパスとして、パスを 1つだけ選択します。BGPは、そのパスを IPルーティング
テーブルに格納し、ピアにパスを伝達します。

所定のネットワークでパスが追加または削除されるたびに、ベストパスアルゴリズムが実行さ

れます。ベストパスアルゴリズムは、ユーザが BGP設定を変更した場合にも実行されます。
BGPは所定のネットワークで使用できる一連の有効パスの中から、最適なパスを選択します。

Cisco NX-OSは次の手順で、BGPベストパスアルゴリズムを実行します。

手順

ステップ 1 2つのパスを比較し、どちらが適切かを判別します（「ステップ 1 -「パスの比較ペア」セクションを参
照）。

ステップ 2 すべてのパスについて繰り返し、全体として最適なパスを選択するためにパスを比較する順序を決定しま
す（ステップ 2：「比較順序の決定」のセクションを参照してください）。

ステップ 3 新しいベストパスを使用するに足るだけの差が新旧のベストパスにあるかどうかを判別します（ステップ
3：「ベストパス変更抑制の決定」セクションを参照）。
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例

重要なのは、パート 2で決定される比較順序です。3つのパスA、B、Cがあり、Cisco
NX-OSが Aと Bを比較して Aを選択し、Cisco NX-OSが Bと Cを比較して Bを選択
したとします。しかし、Cisco NX-OSが Aと Cを比較したときには、Aを選択しない
かもしれません。これは一部のBGPメトリックが同じネイバー自律システムからのパ
スだけに適用され、すべてのパスにわたっては適用されないからです。

（注）

パス選択には、BGP ASパス属性が使用されます。ASパス属性には、アドバタイズさ
れたパスでたどる自律システム番号（AS番号）のリストが含まれます。BGP自律シ
ステムを自律システムの集合または連合に細分化する場合は、ASパスにローカル定義
の自律システムを指定した連合セグメントが含まれます。

ステップ 1：パスペアの比較

BGPベストパスアルゴリズムの最初のステップでは、より適切なパスを判別するために 2つ
のパスを比較します。次に、Cisco NX-OSが 2つのパスを比較して、より適切なパスを判別す
る基本的なステップについて説明します。

1. Cisco NX-OSは、比較する有効なパスを選択します（たとえば、到達不能なネクスト
ホップがあるパスは無効です）。

2. Cisco NX-OSは、重み値が最大のパスを選択します。

3. Cisco NX-OSは、ローカルプリファレンスが最大のパスを選択します。

4. パスの一方がローカル起点の場合、Cisco NX-OSはそのパスを選択します。

5. Cisco NX-OSは、ASパスが短い方のパスを選択します。

ASパス長を計算するときに、Cisco NX-OSは連合セグメントを無視し、ASセットを 1として
数えます。詳細については、「AS連合」の項を参照してください。

（注）

6. Cisco NX-OSは、オリジンが低い方のパスを選択します。内部ゲートウェイプロトコル
（IGP）は EGPよりも低いと見なされます。

7. 7. Cisco NX-OSは、multi exit discriminator（MED）が小さい方のパスを選択します。

このステップが実行されるされないを左右する、一連のオプションを選択できます。

CiscoNX-OSが両方のパスのMEDを比較するのは、通常、同じ自律システムのピアから
それらのパスを受け取った場合です。それ以外の場合、CiscoNX-OSはMEDの比較を省
略します。

パスのピア自律システムに関係なく、ベストパスアルゴリズムのMED比較が必ず実行
されるように、Cisco NX-OSを設定することもできます。詳細については、「最適パス
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アルゴリズムの調整」を参照してください。この設定を行わなかった場合、MED比較が
実行されるかどうかは、次のように比較する 2つのパスの ASパス属性によって決まり
ます。

a.パスに ASパスがない、または AS_SETから始まる ASパスがある場合、パスは内部
であり、Cisco NX-OSは他の内部パスに対してMEDを比較します。

b. ASパスが AS_SEQUENCEから始まる場合、ピア自律システムがシーケンスで最初の
AS番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律システムを持つ他のパスに対してMEDを
比較します。

c.ASパスに連合セグメントだけが含まれている場合、または連合セグメントで始まり、
AS_SETが続いている場合、パスは内部であり、Cisco NX-OSは他の内部パスに対して
MEDを比較します。

d. ASパスが連合セグメントで始まり、AS_SEQUENCEが続いている場合、ピア自律シ
ステムが AS_SEQUENCEで最初の AS番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律システ
ムを持つ他のパスに対してMEDを比較します。

Cisco NX-OSがパスで指定されたMED属性を受信しなかった場合、Cisco NX-OSは欠落MED
が使用可能な最大値になるようにユーザーがベストパスアルゴリズムを設定していない限り、

MEDを 0と見なします。詳細については、「最適パスアルゴリズムの調整」を参照してくだ
さい。

（注）

e.非決定性のMED比較機能がイネーブルの場合、ベスト-パスアルゴリズムでは Cisco
IOSスタイルのMED比較が使用されます。詳細については、「最適パスアルゴリズム
の調整」を参照してください。

8. 8.一方のパスが内部ピアから、他方のパスが外部ピアからの場合、Cisco NX-OSは外部
ピアからのパスを選択します。

9. ネクストホップアドレスへの IGPメトリックが異なるバスの場合、Cisco NX-OSは IGP
メトリックが小さい方のパスを選択します。

10. Cisco NX-OSは、最後に実行したベストパスアルゴリズムによって選択されたパスを使
用します。

ステップ 1～ 9のすべてのパスパラメータが同じ場合、ルータ IDを比較するようにベ
ストパスアルゴリズムを設定できます。詳細については、「最適パスアルゴリズムの調

整」を参照してください。パスに発信元属性が含まれている場合、Cisco NX-OSはその
属性をルータ IDとして使用して比較します。発信もと属性が含まれていない場合、Cisco
NX-OSはパスを送信したピアのルータ IDを使用します。パス間でルータ IDが異なる場
合、Cisco NX-OSはルータ IDが小さい方のパスを選択します。

属性の送信元をルータ IDとして使用する場合は、2つのパスに同じルータ IDを設定す
ることができます。また、同じピアルータとの 2つの BGPセッションが可能です。し
たがって、同じルータ IDで 2つのパスを受信できます。
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11. Cisco NX-OSは、クラスタ長が短いほうのパスを選択します。クラスタリスト属性の指
定されたパスを受け取らなかった場合、クラスタ長は 0です。

12. Cisco NX-OSは、IPアドレスが小さい方のピアから受信したパスを選択します。ローカ
ル発生のパス（再配布のパスなど）は、ピア IPアドレスが 0になります。

ステップ 9以降が同じパスは、マルチパスを設定している場合、マルチパスに使用でき
ます。詳細については、「ロードシェアリングとマルチパス」の項を参照してくださ

い。

ステップ 2：比較順序の決定

BGPベストパスアルゴリズム実装の 2番めのステップでは、Cisco NX-OSがパスを比較する
順序を決定します。

1. Cisco NX-OSは、パスをグループに分けます。各グループ内で、Cisco NX-OSはすべての
パスにわたってMEDを比較します。Cisco NX-OSは、ステップ 1：パスペアの比較と同じ
ルールを使用して、2つのパス間でMEDを比較できるかどうかを判断します。この比較
では通常、ネイバー自律システムごとに 1つずつグループが選択されます。bgp bestpath
med alwaysコマンドを設定すると、Cisco NX-OSはすべてのパスが含まれた 1グループだ
けを選択します。

2. Cisco NX-OSは、常に最適な方を維持しながら、グループのすべてのパスを反復すること
によって、各グループのベストパスを決定します。Cisco NX-OSは、各パスをそれまでの
一時的なベストパスと比較します。それまでのベストパスよりも適切な場合は、そのパ

スが新しく一時的なベストパスになり、Cisco NX-OSはグループの次のパスと比較しま
す。

3. Cisco NX-OSは、ステップ 2の各グループで選択されたベストパスからなる、パスセット
を形成します。Cisco NX-OSは、このパスセットでもステップ 2と同様にそれぞれの比較
を繰り返すことによって、全体としてのベストパスを選択します。

ステップ 3：ベストパス変更の抑制の決定

実装の次のパートでは、CiscoNX-OSが新しいベストパスを使用するのか抑制するのかを決定
します。新しいベストパスが古いパスとまったく同じ場合、ルータは引き続き既存のベスト

パスを使用できます（ルータ IDが同じ場合）。Cisco NX-OSでは引き続き既存のベストパス
を使用することによって、ネットワークにおけるルート変更を回避できます。

抑制機能をオフにするには、ルータ IDを比較するようにベストパスアルゴリズムを設定しま
す。詳細については、「最適パスアルゴリズムの調整」を参照してください。この機能を設定

すると、新しいベストパスが常にに既存のベストパスよりも優先されます。

次の条件が発生した場合に、ベストパス変更を抑制できません。

•既存のベストパスが無効になった。

•既存または新しいベストパスを内部（または連合）ピアから受信したか、またはローカル
に発生した（再配布などによって）。
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•同じピアからパスを受信した（パスのルータ IDが同じ）。

•パス間で重み値、ローカルプリファレンス、オリジン、またはネクストホップアドレス
に対する IGPメトリックが異なっている。

•パス間でMEDが異なっている。

BGPおよびユニキャスト RIB
BGPはユニキャスト RIB（ルーティング情報ベース）と通信して、ユニキャストルーティン
グテーブルに IPv4ルートを格納します。ベストパスの選択後、ベストパスの変更をルーティ
ングテーブルに反映させる必要があると BGPが判別した場合、BGPはユニキャスト RIBに
ルートアップデートを送信します。

BGPはユニキャスト RIBにおける BGPルートの変更に関して、ルート通知を受け取ります。
さらに、再配布をサポートする他のプロトコルルートに関するルート通知を受け取ります。

BGPはネクストホップの変更に関する通知も、ユニキャスト RIBから受け取ります。BGPは
これらの通知を使用して、ネクストホップアドレスへの到達可能性および IGPメトリックを
追跡します。

ユニキャスト RIBでネクストホップ到達可能性または IGPメトリックが変更されるたびに、
BGPは影響を受けるルートについて、ベストパス再計算を開始させます。

BGPプレフィックス独立コンバージェンス
BGPプレフィックス独立コンバージェンス（PIC）エッジ機能は、リンク障害が発生した場合
に、BGPバックアップパスへの BGP IPルートのコンバージェンスを高速化します。

BGP PICエッジ機能により、ネットワーク障害後の BGPコンバージェンスが向上します。こ
のコンバージェンスは、IPネットワークのエッジ障害に適用されます。この機能は、ルーティ
ング情報ベース（RIB）と転送情報ベース（FIB）にバックアップパスを作成して保存します。
これによって、プライマリパスの障害が発生した場合に、ただちにバックアップパスが引き

継ぐことができ、フォワーディングプレーンの迅速なフェールオーバーが可能になります。

BGP PICエッジは、IPv4アドレスファミリのみをサポートします。

BGP PICエッジが設定されている場合、BGPは、プライマリベストパスに加えて、2番目の
ベストパス（バックアップパス）も計算します。BGPは、PICサポートを持つプレフィクス
のベストパスとバックアップパスの両方を BGP RIBにインストールします。また BGPは、
APIを介してリモートの次のホップとともにバックアップパスをURIBにダウンロードし、そ
の後バックアップとしてマークされたネクストホップで FIBを更新します。バックアップパ
スにより、単一のネットワーク障害に対処する高速再ルーティング機能が提供されます。

この機能は、ローカルインターフェイスとリモートインターフェイス/リンクの両方の障害を
検出して、バックアップパスが使用されるようにします。

BGP PICエッジは、ユニパスとマルチパスの両方をサポートします。

基本的 BGPの設定
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BGPの仮想化
BGPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。デフォルトで
は、特に別の VRFを設定しない限り、Cisco NX-OSはユーザーをデフォルトの VRFに配置し
ます。詳細については、「レイヤ 3仮想化の設定」を参照してください。

基本 BGPの前提条件
BGPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• BGP機能を有効にする必要があります（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。

• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理のAS番
号を取得しておく必要があります。

•再帰ネクストホップ解決に対応できる IGPを 1つ以上設定する必要があります。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを設定する必要がありま
す。

BGPに関する注意事項と制約事項
BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の
AS番号の設定よりも優先します。

• AS連合でプレフィックスピアにダイナミック AS番号を設定した場合、BGPはローカル
連合の AS番号のみでセッションを確立します。

•ダイナミック AS番号プレフィックスピアで作成された BGPセッションは、設定済みの
外部BGP（eBGP）マルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセー
ブル済みのチェックを無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを
設定する必要があります。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用す
るシステムリソース数を制限する必要があります。

• update-sourceを設定し、BGP/eBGPマルチホップセッションでセッションを確立する必要
があります。

•再配布を設定する場合、BGPポリシーを指定する必要があります。

• VRF内で BGPルータ IDを定義する必要があります。

基本的 BGPの設定
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•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、BGPセッションフラップ
が発生する可能性があります。

• VRFを構成する場合は、望ましい VRFを入力します（「レイヤ 3仮想化の設定」を参
照）。

• BGP PICエッジ機能には、次のようなガイドラインと制約事項が適用されます。

• CiscoNX-OSリリース 9.2(2)以降、BGPPICエッジはCiscoNexus 3600プラットフォー
ムスイッチでサポートされます。

• BGP PICエッジは、IPv4アドレスファミリのみをサポートします。

• BGP PICエッジは、VXLAN EVPNおよびMPLSセグメントルーティングではサポー
トされていません。

• BGP PICエッジは、1つの修復（バックアップ）パスのみをサポートします。

• BGP PICエッジが設定されている場合、BGPは最大 63のアクティブパスをサポート
します。アクティブパスが 64個ある場合、バックアップパスは追加されません。

CLIコンフィギュレーションモード
以下の項では、BGPに対応する各 CLIコンフィギュレーションモードの開始方法について説
明します。現行のモードで?コマンドを入力すると、そのモードで使用可能なコマンドを表示
できます。

グローバルコンフィギュレーションモード

グローバルコンフィギュレーションモードは、BGPプロセスを作成したり、AS連合、ルート
ダンプニングなどの拡張機能を設定したりする場合に使用します。詳細については、高度な

BGPの設定を参照してください。

次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch# configuration
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPは仮想ルーティングおよび転送（VRF）をサポートします。ネットワークで VRFを使用
する場合は、適切な VRF内で BGPを設定できます。設定の詳細については、「仮想化の設
定」の項を参照してください。

次に、VRFコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)#

基本的 BGPの設定
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アドレスファミリ設定モード

任意で、BGPがサポートするアドレスファミリを設定できます。アドレスファミリ用の機能
を設定する場合は、ルータ設定モードでaddress-familyコマンドを使用します。ネイバーに対
応する特定のアドレスファミリを設定する場合は、ネイバー設定モードでaddress-familyコマ
ンドを使用します。

ルート再配布、アドレス集約、ロードバランシングなどの拡張機能を使用する場合は、アドレ

スファミリを設定する必要があります。

この例は、ルータ設定モードからアドレスファミリ設定モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

この例は、VRFを使用している場合に、VRFアドレスファミリ設定モードを開始する例を示
します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-vrf-af)#

ネイバーコンフィギュレーションモード

Cisco NX-OSには、BGPピアを設定するためのネイバーコンフィギュレーションモードがあ
ります。ネイバーコンフィギュレーションモードを使用して、ピアのあらゆるパラメータを

設定できます。

次に、ネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)#

次に、VRFネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-vrf-neighbor)#

ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモード

アドレスファミリ固有のネイバー設定を入力し、ネイバーのアドレスファミリをイネーブル

にするには、ネイバーコンフィギュレーションサブモード内のアドレスファミリコンフィ

ギュレーションサブモードを使用できます。このモードは、所定のネイバーに認められるプレ

フィックス数の制限、eBGPのプライベート AS番号の削除といった拡張機能に使用します。

RFC 5549が導入されているため、IPv6アドレスを持つネイバーに IPv4アドレスファミリを設
定できます。

この例は、IPv4アドレスでネイバーのための IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを入
力する方法を示します。

基本的 BGPの設定
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switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この例は、IPv6アドレスでネイバーのための IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを入
力する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 2001:db8::/64 eui64
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この例は、IPv4アドレスでネイバーのためのVRF IPv4ネイバーアドレスファミリ構成モード
を入力する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#

この例は、IPv6アドレスでネイバーのためのVRF IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モード
を入力する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 2001:db8::/64 eui64
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#

デフォルト設定
次の表に、BFDパラメータのデフォルト設定をリストします。

表 2 :デフォルトの BGPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブ

ル

BGP機能

60秒キープアライブインターバ

ル

180秒ホールドタイマー

無効化BGP PICエッジ

基本的 BGPの設定
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基本的 BGPの設定
ベーシック BGPを設定するには、BGPをイネーブルにして、BGPピアを設定する必要があり
ます。ベーシック BGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業から
なります。BGPルーティングプロセスおよび BGPピアの設定は必須です。

BGP機能のイネーブル化

始める前に

BGPを設定する前に、BGP機能をイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature bgp

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGP機能をイネーブルにします。feature bgp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature bgp

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

ステップ 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config startup-config

基本的 BGPの設定
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例

no feature bgpコマンドを使用して、BGP機能をディセーブルにし、関連するコンフィ
ギュレーションをすべて削除します。

目的コマンド

BGP機能をディセーブルにして、関連するすべての設定を削
除します。

no feature bgp

例：

switch(config)# no feature bgp

BGPインスタンスの作成
BGPインスタンスを作成し、BGPインスタンスにルータ IDを割り当てることができます。
「BGPルータ ID」のセクションを参照してください。Cisco NX-OSは、2バイトまたは 4バイ
トのプレーンテキスト表記またはASドット表記による自律システム（AS）番号をサポートし
ます。詳細については、4バイト AS番号のサポートのセクションを参照してください。

始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能の有効化のセクションを参照してく
ださい）。

BGPはルータ ID（設定済みループバックアドレスなど）を取得できなければなりません。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） address-family { ipv4 | ipv6 } { unicast | multicast }
5. （任意） network ip-prefix [route-map map-name ]
6. （任意） show bgp all

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPルータ IDを設定します。この IPアドレスに
よって、このBGPスピーカを特定します。このコマ

（任意） router-id ip-address

例：

ステップ 3

ンドによって、BGPネイバーセッションの自動通知
およびセッションリセットが開始されます。

switch(config-router)# router-id 192.0.2.255

指定されたアドレスファミリに対応するグローバル

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

（任意） address-family { ipv4 | ipv6 } { unicast |
multicast }

例：

ステップ 4

を開始します。このコマンドによって、すべての

BGPネイバーセッションの自動通知およびセッショ
ンリセットが開始されます。

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加しま
す。

（任意） network ip-prefix [route-map map-name ]

例：

switch(config-router-af)# network 192.0.2.0

ステップ 5

エクステリアプロトコルの場合、networkコマンド
でアドバタイズするネットワークを制御します。イ

ンテリアプロトコルでは、networkコマンドを使用
して、アップデートの送信先を決定します。

すべての BGPアドレスファミリに関する情報を表
示します。

（任意） show bgp all

例：

ステップ 6

switch(config-router-af)# show bgp all

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

BGPプロセスおよび関連するすべての設定を削除するには、no router bgpコマンドを
使用します。

目的コマンド

BGPプロセスおよび関連する設定を削除します。no router bgp autonomous-system-number

例：

switch(config)# no router bgp 201

基本的 BGPの設定
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次に、IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定して BGPをイネーブルに設定し、
アドバタイズするネットワークを 1つ追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# network 192.0.2.0
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

BGPインスタンスの再起動
BGPインスタンスを再起動し、そのインスタンスのすべてのピアセッションをクリアできま
す。

BGPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのピアを削除するには、次のコマンドを
使用します。

目的コマンド

BGPインスタンスを再起動し、すべてのピアリングセッ
ションをリセットまたは再確立します。

restart bgp instance-tag

例：

switch(config)# restart bgp 201

BGPのシャットダウン
BGPプロトコルをシャットダウンして BGPを正常にディセーブルし、設定を保持できます。

BGPをシャットダウンするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使
用します。

目的コマンド

BGPを正常にシャットダウンします。shutdown

例：

switch(config-router)# shutdown

BGPピア設定
BGPプロセス内で BGPピアを設定できます。BGPピアごとに、関連付けられたキープアライ
ブタイマーとホールドタイマーがあります。これらのタイマーは、グローバルに設定するこ

とも、BGPピアごとに設定することもできます。ピア設定はグローバル設定を上書きします。

ピアごとに、ネイバーコンフィギュレーションモードでアドレスファミリを設定する必要が

あります。

（注）

基本的 BGPの設定
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始める前に

BGP機能を有効にしていることを確認します（BGP機能のイネーブル化のセクションを参照
してください）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor ip-address { ipv4 | ipv6 } remote-as as-number

4. （任意） description text

5. （任意） timers keepalive-time hold-time

6. （任意） shutdown
7. address-family { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast}
8. （任意） show bgp { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast } neighbors
9. copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

リモート BGPピアの指定アドレスタイプと AS番
号を構成します。The ip-address形式は x.x.x.xです。
IPv6 address-formatの形式は A:B::C:Dです。

neighbor ip-address { ipv4 | ipv6 } remote-as as-number

例：

switch(config-router)# neighbor 209.165.201.1
remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

ステップ 3

ネイバーの説明を追加します。最大 80文字の英数
字ストリングを使用できます。

（任意） description text

例：

ステップ 4

switch(config-router-neighbor)# description Peer
Router B
switch(config-router-neighbor)#

ネイバーのキープアライブおよびホールドタイムを

表すBGPタイマー値を追加します。指定できる範囲
（任意） timers keepalive-time hold-time

例：

ステップ 5

基本的 BGPの設定
17

基本的 BGPの設定

BGPピア設定



目的コマンドまたはアクション

は 0～ 3600秒です。デフォルトは、キープアライ
ブタイムで 60秒、ホールドタイムで 180秒です。

switch(config-router-neighbor )# timers 30 90

（注）

ホールドタイマーが 10秒以下の BGPセッション
は、BGPセッションが 60秒以上稼働するまで有効
になりません。セッションが 60秒間稼働すると、
ホールドタイマーは構成どおりに動作します。

このBGPネイバーを管理目的でシャットダウンしま
す。このコマンドによって、BGPネイバーセッショ

（任意） shutdown

例：

ステップ 6

ンの自動通知およびセッションリセットが開始され

ます。
switch(config-router-neighbor)# shutdown

ユニキャスト指定のアドレスファミリーに対応した

ネイバーアドレスファミリー構成モードを開始し

ます。

address-family { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast}

例：

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ステップ 7

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast
} neighbors

ステップ 8

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show bgp ipv4
unicast neighbors

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor-af) copy
running-config startup-config

例

次に、BGPピアを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

デフォルトスタティックルートをすべての BGP VRFに配布
BGP機能が有効になっていることを確認します

基本的 BGPの設定
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始める前に

新しいCLI default-information originateが追加され、デフォルトのスタティックルートをデフォ
ルト以外のVRFからすべての BGP (VRF)仮想ルータコンテキストに配布し、そのルートをす
べての BGP VRFのローカル BGPルートテーブルにインストールします。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. vrf vrf-name

4. address-family { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast }
5. redistribute static route-map map-name
6. default-information originate
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

VRF名を構成します。vrf vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config-router)# vrf vrf1

指定されたアドレスファミリに対応するグローバル

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

address-family { ipv4 | ipv6} { unicast | multicast }

例：

ステップ 4

を開始します。このコマンドによって、すべてのswitch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

BGPネイバーセッションの自動通知およびセッショ
ンリセットが開始されます。

スタティックルートマップを再配布します。redistribute static route-map map-name

例：

ステップ 5

switch(config-router-neighbor-af)# redistribute
static route-map test

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトのスタティックルートをデフォルト以外

の VRFからすべての BGP (VRF)仮想ルータコンテ
default-information originate

例：

ステップ 6

キストに配布し、そのルートをすべての BGP VRFswitch(config-router-neighbor-af)#
default-information originate のローカル BGPルートテーブルにインストールし

ます。

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

デフォルトのスタティックルートをデフォルト以外の VRFからすべての BGP (VRF)
仮想ルータコンテキストに配布し、そのルートをすべての BGP VRFのローカル BGP
ルートテーブルにインストールする方法の例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# vrf green
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-af)# redistribute static route-map test
switch(config-router-vrf-af)# d efault-information originate
switch(config-router-vrf-af)# exit
switch(config)# copy running-config startup-confi g

次に、デフォルト以外のVRFグリーンから、別のデフォルト以外のVRF共有にデフォ
ルトのルートリークを構成する方法の例を示します。

router bgp 100
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
vrf Green
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
default-information originate
vrf Shared
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test

更新アナウンス遅延タイマーの構成

advertisement-intervalコマンドを使用すると、BGPルーティングアップデートを送信する最小
ルートアドバタイズメントインターバル（MRAI）を設定できます。ルートアップデートが
トリガされるとすぐに通知するのではなく、BGPはアドバタイズメント間隔が満了するまで
待ってから、アップデートを送信します。この間隔中に他の変更が発生した場合、BGPはそれ
らすべての変更を効率的にアナウンスできます。

基本的 BGPの設定
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この遅延タイマーは、新しいルートアナウンスメントに対してのみ設定され、ルート取り消し

アナウンスメントには設定されません。ルートの取り消しはすぐにアナウンスする必要があり

ます。

始める前に

BGP機能が有効になっていることを確認します

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor prefix remote-as route-map map-name

4. address-family { ipv4 | ipv6 }{ unicast | multicast }
5. advertisement-interval seconds

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

IPv4プレフィックス、およびリモート BGPピアの
受け付けられた AS番号のリストのルートマップを

neighbor prefix remote-as route-map map-name

例：

ステップ 3

構成します。IPv4の prefix形式は、x.x.x.x/長さで
す。長さの範囲は 1～ 32です。

switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8
remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

map-nameには最大 63文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

指定されたアドレスファミリに対応するグローバル

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

address-family { ipv4 | ipv6 }{ unicast | multicast }

例：

ステップ 4

を開始します。このコマンドによって、すべてのswitch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

BGPネイバーセッションの自動通知およびセッショ
ンリセットが開始されます。

新しいルートアップデートの通知を遅らせる間隔を

構成します。

advertisement-interval seconds

例：

ステップ 5

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-neighbor-af)#
advertisement-interval 300

（注）

この間隔は、ただちに行う必要があるルート取り消

しの通知には適用されません。

間隔は、1～ 600秒の範囲にすることができます。

例

次に、アップデートアナウンスメント遅延タイマーを構成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# advertisement-interval 300

BGP再接続間隔の構成
BGPセッションが再接続できるまでの間隔を構成できます。

始める前に

BGP機能が有効になっていることを確認します

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. reconnect-interval interval

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

ドロップされたBGP接続を自動的に再接続できるよ
うになるまでの間隔を構成します。間隔の範囲は 1
～ 60秒です。

reconnect-interval interval

例：

switch(config-router)# reconnect-interval 20

ステップ 3

間隔のデフォルト値は 30秒です。

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、BGP再接続感覚を構成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# reconnect-interval 20
switch(config-router)# copy running-config startup-config

プレフィックスピアのダイナミック AS番号の設定
BGPプロセス内で複数のBGPピアを設定できます。BGPセッションの確立をルートマップの
単一の AS番号または複数の AS番号に制限できます。

プレフィックスピアのダイナミック AS番号を介して設定された BGPセッションは、
ebgp-multihopコマンドおよび disable-connected-checkコマンドを無視します

ルートマップのAS番号のリストは変更できますが、ルートマップ名を変更するにはnoneighbor
コマンドを使用する必要があります。設定されたルートマップの AS番号に変更を加えた場
合、新しいセッションのみに影響します。

始める前に

BGP機能が有効になっていることを確認します

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor prefix remote-as route-map map-name

4. （任意） show bgp { ipv4 { unicast | multicast } neighbors

5. （任意） copy running-config startup-config

基本的 BGPの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

IPv4プレフィックス、およびリモート BGPピアの
受け付けられた AS番号のリストのルートマップを

neighbor prefix remote-as route-map map-name

例：

ステップ 3

構成します。IPv4の prefix形式は、x.x.x.x/長さ長さ
の範囲は 1～ 32です。

switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8
remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

map-nameには最大 63文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp { ipv4 { unicast | multicast }
neighbors

ステップ 4

例：

switch(config-router-neighbor)# show bgp ipv4
unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-router-neighbor) copy running-config
startup-config

例

次に、プレフィックスピアのダイナミック AS番号を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# route-map BGPPeers
switch(config-route-map)# match as-number 64496, 64501-64510
switch(config-route-map)# match as-number as-path-list List1, List2
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

基本的 BGPの設定
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BGP PICエッジの設定
BGP PICエッジを設定するには、次の手順に従います。

BGP PICエッジ機能は、IPv4アドレスファミリのみをサポートします。（注）

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPのイネーブル化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor ip-address

4. remote-as as-number

5. address-family ipv4 unicast
6. additional-paths install backup

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカにAS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位16ビット10進数によるxx.xxという形式です。switch(config)# router bgp 64496

switch(config-router)#

リモート BGPピアの IPv4アドレスを設定します。
ip-addressの形式は x.x.x.xです。

neighbor ip-address

例：

ステップ 3

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1
switch(config-router-neighbor)#

リモート BGPピアの AS番号を設定します。remote-as as-number

例：

ステップ 4

基本的 BGPの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-neighbor)# remote-as 64497

IPv4アドレスファミリのネイバーアドレスファミ
リ設定を開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 5

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ルーティングテーブルにバックアップパスをイン

ストールする BGPをイネーブルにします。
additional-paths install backup

例：

ステップ 6

switch(config-router-neighbor-af)#
additional-paths install backup

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-router-neighbor-af)#
copy running-config startup-config

例

次の例は、IPv4ネットワークでBGP PICエッジをサポートするように、デバイスを設
定する方法を示しています。

interface Ethernet2/2 ip address 1.1.1.5/24 no shutdown

interface Ethernet2/3 ip address 2.2.2.5/24 no shutdown

router bgp 100
neighbor 1.1.1.6
remote-as 200
address-family ipv4 unicast additional-paths install backup
address-family ipv4 unicast neighbor 2.2.2.6
remote-as 100
address-family ipv4 unicast

BGPが 2つのネイバー（1.1.1.6と 2.2.2.6）から同じプレフィックス（99.0.0.0/24など）
を受信した場合、両方のパスが URIBにインストールされます。一方はプライマリパ
スになり、もう一方はバックアップパスになります。

BGP出力：

switch(config)# show ip bgp 99.0.0.0/24
BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Unicast BGP routing
table entry
for 99.0.0.0/24, version 4
Paths: (2 available, best #2)
Flags: (0x00001a) on xmit-list, is in urib, is best urib route

Path type: internal, path is valid, not best reason: Internal path, backup path AS-Path:
200 , path
sourced external to AS

基本的 BGPの設定
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2.2.2.6 (metric 0) from 2.2.2.6 (2.2.2.6)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0

Advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path AS-Path: 200 , path sourced external
to AS
1.1.1.6 (metric 0) from 1.1.1.6 (99.0.0.1)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0

Path-id 1 advertised to peers: 2.2.2.6

URIB出力：

switch(config)# show ip route 99.0.0.0/24
IP Route Table for VRF "default" '*' denotes best ucast next-hop '**' denotes best mcast
next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
99.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0
*via 1.1.1.6, [20/0], 14:34:51, bgp-100, external, tag 200
via 2.2.2.6, [200/0], 14:34:51, bgp-100, internal, tag 200 (backup)

UFIB出力：

switch# show forwarding route 123.1.1.0 detail module 8
Prefix 123.1.1.0/24, No of paths: 1, Update time: Wed Jul 11 19:00:12 2018
Vobj id: 141 orig_as: 65002 peer_as: 65100 rnh: 10.3.0.2
10.4.0.2 Ethernet8/4 DMAC: 0018.bad8.4dfd
packets: 2 bytes: 3484 Repair path 10.3.0.2 Ethernet8/3 DMAC: 0018.bad8.4dfd
packets: 0
bytes: 1

BGP情報の消去
BGP情報を消去するには、次のコマンドを使用します。

基本的 BGPの設定
27

基本的 BGPの設定

BGP情報の消去



目的コマンド

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、すべてのアドレスファミリのすべてのネイ
バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は 16ビット整数また
は 32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と下位 16
ビット 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字の
ストリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます

• vrf-name：VRF名。その VRF内のすべてのネイバーがクリア
されます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します。

clear bgp all { neighbor | *
| as-number | peer-template
name | prefix } [ vrf
vrf-name ]

すべてのアドレスファミリのルートフラップダンプニングネッ

トワークをクリアします。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字
列を指定します。大文字と-小文字は区別されます。

clear bgp all dampening [
vrf vrf-name ]

すべてのアドレスファミリのルートフラップ統計情報をクリアし

ます。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定します。大
文字と小文字は区別されます。

clear bgp all flap-statistics
[ vrf vrf-name ]

選択したアドレスファミリのルートフラップダンプニングネッ

トワークをクリアします。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字
列を指定します。大文字と小文字は区別されます。

clear bgp ipv4 { unicast |
multicast } dampening [
vrf vrf-name ]

選択したアドレスファミリのルートフラップ統計情報をクリアし

ます。vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定します。大
文字と小文字は区別されます。

clear bgp ipv4 { unicast |
multicast } flap-statistics [
vrf vrf-name ]
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目的コマンド

選択したアドレスファミリから 1つ以上のネイバーをクリアしま
す。*を指定すると、そのアドレスファミリのすべてのネイバー
が消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は 16ビット整数また
は 32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と下位 16
ビット 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字の
ストリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。その VRF内のすべてのネイバーがクリア
されます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します

clear bgp { ipv4 | ipv6 }{
unicast | multicast } {
neighbor | * | as-number |
peer-template name | prefix
} [ vrf vrf-name ]

1つ以上のネイバーをクリアします。*を指定すると、そのアドレ
スファミリのすべてのネイバーが消去されます。引数は次のとお

りです。

• neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は 16ビット整数また
は 32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と下位 16
ビット 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文字以内の英数字の
ストリング（大文字と小文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4プレフィックス。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。その VRF内のすべてのネイバーがクリア
されます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します。

clear ip bgp { ip { unicast
| multicast }} { neighbor | *
| as-number | peer-template
name | prefix } [ vrf
vrf-name ]
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目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップダンプニングをクリア
します。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アドレス。

• ip-prefix： IPv4または IPv6。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。その VRF内のすべてのネイバーがクリア
されます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します。

clear ip bgp dampening [
ip-neighbor | ip-prefix ] [ vrf
vrf-name ]

1つ以上のネットワークのルートフラップ統計情報をクリアしま
す。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アドレス。

• ip-prefix： IPv4または IPv6。そのプレフィックス内のすべて
のネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。その VRF内のすべてのネイバーがクリア
されます。名称は 64文字以内の英数字のストリング（大文字
と小文字を区別）で指定します。

clear ip bgp flap-statistics
[ ip-neighbor | ip-prefix ] [
vrf vrf-name ]

ベーシック BGPの設定の確認
BGPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリについて、BGP情
報を表示します。

show bgp all [summary] [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリについて、BGP情
報を表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name]

BGPコミュニティと一致する BGPルートを表
示します。

show bgp { ipv4 { unicast | multicast }
[ip-address] community { regexp expression |
[community] [no-advertise] [no-export]
[no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGPコミュニティリストと一致するBGPルー
トを表示します。

show bgp [vrf vrf-name] { ip | ipv6} {unicast |
multicast} [ip-address] community-list list-name
[vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGP拡張コミュニティと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
extcommunity {regexp expression | generic
[non-transitive | transitive] aa4:nn
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティリストと一致する BGP
ルートを表示します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
extcommunity-list list-name [exact-match] [vrf
vrf-name]

BGPルートダンプニングの情報を表示します。
ルートフラップダンプニング情報を消去する

には、clear bgp dampeningコマンドを使用し
ます。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
{dampening dampened-paths [regexp expression]}
[vrf vrf-name]

BGPルートヒストリパスを表示します。show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
history-paths [regexp expression] [vrf vrf-name]

BGPフィルタリストの情報を表示します。show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
filter-list list-name [vrf vrf-name]

BGPピアの情報を表示します。これらのネイ
バーを消去するには、clear bgp neighborsコマ
ンドを使用します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ ip-address]
neighbors [ip-address] [vrf vrf-name]

BGPルートネクストホップの情報を表示しま
す。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
{ nexthop | nexthop-database} [vrf vrf-name]

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示します。ポリシー情
報を消去するには、clear bgp policyコマンドを
使用します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
policy name [vrf vrf-name]

プレフィックスリストと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
prefix-list list-name [vrf vrf-name]

ソフト再構成用に保管されている BGPパスを
表示します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
received-paths [vrf vrf-name]

AS_path正規表現と一致する BGPルートを表
示します。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
regexp expression [vrf vrf-name]

ルートマップと一致する BGPルートを表示し
ます。

show bgp ip { unicast | multicast } [ip-address]
route-map map-name [vrf vrf-name]

BGPピアポリシー情報を表示します。show bgp peer-policy name [vrf vrf-name]

BGPピアセッション情報を表示します。show bgp peer-session name [vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGPピアテンプレート情報を表示します。ピ
アテンプレートのすべてのネイバーを消去す

るには、clear bgp peer-templateコマンドを使
用します。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name]

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process

BGPのステータスと構成情報を表示します。
このコマンドには複数のオプションがありま

す。

show ip bgp options

現在実行中の BGPコンフィギュレーションを
表示します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報の表示
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp flap-statisticsコマン
ドを使用します。

show bgp ip { unicast | multicast }
[ip-address] flap-statistics [vrf
vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これらの
統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマンドを
使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics

ベーシック BGPの設定例
次に、ベーシック BGP設定の例を示します。
feature bgp
router bgp 64496
neighbor 192.0.2.1 remote-as 64496
address-family ipv4 unicast
next-hop-self
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関連項目
BGPの関連項目は、次のとおりです。

• Route Policy Managerの設定

次の作業
次の機能の詳細については、高度な BGPの設定を参照してください。

•ピアテンプレート

•ルートの再配布

•ルートマップ

その他の参考資料
BGPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次のURLにアクセスしてくださ
い。

http://tools.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index

BGP4-MIB

CISCO-BGP4-MIB
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cisco-nexus-3600-switch-nx-os-unicast-routing-configuration-guide_chapter15.pdf#nameddest=unique_59
cisco-nexus-3600-switch-nx-os-unicast-routing-configuration-guide_chapter10.pdf#nameddest=unique_54
http://tools.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


